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あらまし インターネットの普及に伴い，ユーザが取得可能な情報が溢れるようになった．これに対して，ユーザの

嗜好情報に応じて適切な情報を提供する情報推薦手法が注目されている．しかし，従来の情報推薦手法におけるユー

ザの嗜好情報の推定や，情報推薦の対象はまだ限定的である．もし普段のユーザのウェブ検索行動からそのユーザの

嗜好情報を推定することが出来れば，ユーザの嗜好情報に沿った精度の高い情報推薦が可能であると考えられる．そ

こで我々は，ユーザの普段のウェブ検索の行動履歴であるコンテキストを解析することで，高度なユーザの嗜好情報

やウェブページの特徴を得られる手法を提案する．
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Abstract Information that users can acquire is overflowing as the Internet spread. The information recommen-

dation technique for providing the relevant information suitable for users’ preference has attracted a lot of research

interests. However, the technique for estimating users’ preference in the existing information recommendation meth-

ods is still limited. If users’ preference information can be inferred from users’ web searching behavior, information

recommendation with high precision satisfying users’ preference will become possible. Therefore, we propose a

method which can acquire users’ advanced preference information and web pages’ features by analyzing users’ web

searching behavior history (context).
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1. は じ め に

近年，インターネットの普及に連れ，ユーザが取得可能な情

報が溢れるようになった．それに伴い，ユーザの嗜好情報に応

じて適切な情報を提供する情報推薦手法が注目されている．

現行のウェブサービスには，情報推薦手法を採用して成功を

収めている Amazon.comが挙げられる．Amazon.comはサイ

ト内でのユーザの商品閲覧履歴や購入履歴からユーザの嗜好情

報を読み取り，好みに沿った商品を推薦する，協調フィルタリ

ングを採用している．反対に，Amazon.com では，ユーザの

Amazon.comのウェブサービスの外での行動履歴を考慮できな

いと言える．したがって，従来の情報推薦手法におけるユーザ

の嗜好情報推定手法は，まだ限定的である．

もし，普段のウェブ検索の行動履歴である，ウェブページ閲

覧時のマウスの行動履歴を含めた，ユーザの詳細なウェブペー

ジの閲覧履歴からユーザの嗜好情報を推定することが出来れば，

より精度の高い嗜好情報の推定が行える可能性がある．

既に我々は，インタラクションの分析に基づくソーシャルリ

レーションの発見手法について提案している．[18] しかしなが

ら，概念のみの提案であり，詳細なインタラクションの分析に

対する検討が不十分であった．

そこで我々は，より詳細なインタラクションの取得・分析に

ついて検討したので，本稿にて報告する．



2. 関 連 研 究

これまでの情報推薦の既存研究として，ユーザの特徴やウェ

ブページの特徴を基にしたウェブページ検索のパーソナライズ

化（個人々々 に適した情報推薦）が数多く行われている．

既存の研究ではウェブ検索のパーソナライズ化の手順として，

はじめに，ユーザやウェブページの特徴を抽出する．次に，抽

出されたユーザやウェブページのデータを独自に解析してプロ

ファイルとして記録する．記録されたプロファイルの要素から

類似性を発見し，情報推薦へと発展させる．以下に既存研究の

ユーザやウェブページの特徴抽出や，クラスタリングの手法を

挙げる．

• ウェブページのコンテンツを用いたウェブページの特徴

抽出

– 語句の意味的階層を用いたウェブページの特徴抽出 [2]

– 語句の組み合わせを用いたウェブページの特徴抽出 [4]

• ユーザの身近なコンテンツを用いたユーザの特徴抽出

– ウェブ閲覧履歴（検索クエリー・URL・クリック数）

などからユーザの特徴抽出 [7], [8]

– ローカルデータ（メール・ローカルファイル）などか

らユーザの特徴抽出 [12]

特徴抽出の結果を用いた，重要度の付加やテキストの表記ズレ

による特徴誤検出などを考慮したプロファイルの生成法（重み

付け）として以下が挙げられる．

• ユーザのウェブ閲覧回数を用いたウェブページの重み付

け [7], [8]

• 類義語を用いたクエリーの曖昧な表記の修正 [10], [13], [14]

• 用語の重要度による重み付け [3], [11]

また，プロファイルを用いたユーザやウェブページのクラスタ

リングを行う手法として次が挙げられる．

• 語句のカテゴリ分類を用いたコサイン距離によるクラスタ

リング [17]

その他，調査としてユーザの視線とマウスの位置の相関関係を

明確にした報告もいくつかあり，情報推薦の精度向上に繋がる

可能性があることを示唆しているものもある．以下には本稿の

研究と関連の深い既存研究の紹介を記す．

2. 1 テキストデータから適切なキーワードの抽出

前田ら [21] は，言選Web（日本語文献の検索を対称に専門

用語抽出システム）を使用した日本語文献情報のナビゲーショ

ンシステムを作成した．これによりウェブページ抜粋のような

少ないテキストデータからでも，より細かい重要度ランキング

を得ることができるため，実現が容易で拡張も行うことができ

る検索システムが作成できるとしている．

成田ら [20]は，単語の上位概念（与えられたテキストデータ

からのタグ抽出）に着目している．単語 Aの上位概念として存

在する単語 Bは，Aをより一般的・抽象的・総称的に表現した

単語であると考えられる．そこで，テキストデータから特徴語

を抽出し，特徴語の中からオンライン辞書であるWikipediaに

存在する単語の親カテゴリ（上位概念）を抽出する．これによ

り，従来の特徴語抽出によるタグ付けより正確なキーワードの

抽出が可能としている．

近藤ら [15] は，与えられたテキストデータ内に含まれる

Wikipediaの見出し語をテキストデータの重要語候補として抽

出する．次に，共参照処理による人物などの略称の出現頻度修

正を行い，後に BM25・TF-IDFに基づく出現頻度による重要

度算出を行う．これにより高い精度で重要語を抽出し，高精度

な関連コンテンツを推薦できることを示した．

2. 2 ユーザのウェブ検索の行動履歴を用いた関連コンテン

ツの推薦

鶴原ら [22]は，ウェブブラウザの拡張機能を用いて各ユーザ

の閲覧履歴を収集し，それらの各ユーザの閲覧履歴（閲覧ウェ

ブページの URLのみ）を利用して，類似度を計算することで

協調フィルタリングによるウェブページの推薦を行う．

高須賀ら [16]は，鶴原ら [22]と同じく，ウェブブラウザの拡

張機能を利用して収集した閲覧履歴を使用した協調フィルタリ

ングを用いた推薦手法を評価している．ただし鶴原らの手法で

はユーザの閲覧したウェブページの URLを基に協調フィルタ

リングを行っていたが，高須賀らは有名サイトの除外や，単語

抽出を用いた検証を行うことでユーザの特徴を記したユーザプ

ロファイルを自動生成させ，ユーザプロファイルを用いて類似

度の高いユーザを発見することを明らかにしている．また，単

語抽出処理には，一般性の高い単語を除外するフィルタ機能の

必要性性を示した．

Matthijsら [5]は鶴原ら [22]や高須賀ら [16]のように，ユー

ザのウェブ検索行動をウェブブラウザの拡張機能によってデー

タ収集を行い，それらを解析することで，ユーザの特徴を記し

たユーザプロファイルを自動生成する．生成されたユーザプロ

ファイルには前記のように，ユーザが閲覧したウェブページの

URL や，抽出された単語だけでなく，ユーザが利用した検索

サイトから目的のウェブページを発見するまでのウェブページ

の遷移経路も記録することで，より詳細な類似ユーザの発見を

行うことができたとしている．

Hamidら [9]はMatthijsら [5]のようにユーザのウェブ検索

行動をユーザプロファイルとして記録し，ユーザプロファイル

を情報推薦に利用する．ただしウェブページの URLやウェブ

ページの遷移経路といったユーザの履歴を基に情報推薦を行う

のではなく，ユーザの履歴の解析から得られる，ユーザがある

キーワードでウェブ検索を初めてからの経過時間やウェブペー

ジのクリック数などを分析する．これにより得られるユーザの

興味を示すキーワードとその度合いをユーザプロファイルとし

て記録することで，従来より精度の高い情報推薦ができるとし

た．今後の発展として，より多くのユーザのウェブ閲覧履歴を

利用すれば，今以上の推薦精度も期待できるとしている．

2. 3 ユーザの視線とマウスの位置に見られる相関

Chenら [1]は，マウスの位置と視線には相関があり，マウス

の位置からユーザの興味を示す部分を予測することができると

している．

Mullerら [6]は，実験の結果から，35%のユーザはウェブペー

ジを閲覧する際にマウスで閲覧部分をなぞることがわかって

いる．



2. 4 ウェブ検索時のコンテキストを用いた情報推薦

既に我々は，インタラクションの分析に基づくソーシャルリ

レーションの発見手法について提案している．[18], [19]

これらはユーザのウェブ検索時の行動履歴から，コンテキス

トを取得することが出来れば，高精度な情報推薦やコミュニ

ティ支援などのインタラクションの取得・分析が行えるとした．

ただし提示しているのは概念に留まっており，明確に機能する

システムとしての提案まで至るには，コンテキストの定義や，

インタラクションの分析に対する検討などが不十分である．

3. 提案システム

本章では提案システムの処理手法について記す．ただし，ま

だ検討途中の手法であり，正当性が確認できていないものが含

まれる．

3. 1 システムの概要

本稿での提案システムは，まず正確にユーザの嗜好情報や

ウェブページの特徴を抽出するため，ユーザの通常のウェブ検

索行動による，マウスの動きに着目した行動の移り変わりを示

すコンテキストを利用することを検討した．

提案システムの概要は 図 1 を想定している．

本稿の提案するシステムはクライアントサーバシステムで

ある．各ユーザのウェブブラウザにインストールされた拡張機

能を利用することで，システム利用ユーザのウェブページの閲

覧履歴や，閲覧時のマウスの動きなどのウェブ検索の詳細な行

動履歴を，定期的，または任意のタイミングにサーバへ送信し

て蓄積する．蓄積されたウェブ検索行動履歴を基に，ユーザの

特徴やウェブページの特徴を記す各種プロファイルを生成し，

ユーザからの情報推薦のリクエストがあればプロファイルのク

ラスタリング結果から，ユーザの嗜好情報に沿ったェブページ

の推薦を提供する．

システムの特徴として，ユーザがシステムを利用するために

はウェブブラウザへ拡張機能をインストールする必要があるが，

それ以外にはユーザによるユーザアカウントの作成や，ウェブ

ページへの評価，視線の測定装置などは必要としない．また，

ウェブ閲覧時のマウスの行動履歴や操作時間を含めた，詳細な

閲覧履歴であるコンテキストを利用した各種プロファイルの生

成を行う．これによりユーザの嗜好情報やウェブページの特徴

を的確に捉えて，推薦制度の向上を目指す．

3. 2 コンテキストの取得手法

ユーザのウェブ検索の行動履歴からコンテキストを取得する

ため，ウェブ検索の行動履歴となるユーザがウェブページ上で

マウスで操作したテキストや，その時間などを記録する必要が

ある．そこで本稿では，ユーザの行動履歴の取得に Googleが

提供するウェブブラウザ Google Chrome の拡張機能で取得・

記録を利用する．

Google Chrome の拡張機能は，開いているウェブページに

任意の Javascriptを組み込むことができる．これを利用し，閲

覧されているウェブページの各HTML要素（以降はHTML要

素を総してエレメントとする）に Javascriptのライブラリであ

る jQueryを利用して，親エレメントへのイベント伝搬を無効

にしたマウスイベントを付与する．またイベントは追加される

ため，予めウェブページにマウスイベントが付与されていても，

そのウェブページの本来の動作に影響はしない．

エレメントへ付与したイベントがユーザのマウス操作によっ

て発生すると，イベント発生元のエレメントのテキストデータ

や時間などをデータをウェブブラウザ側のデータベース（Web

Storage）へ蓄積される．以下にエレメントへ付与するマウス

イベントと，動作概要を 一覧 と 図 2 で示し，データベース

のテーブル定義を 表 1 で示す．

エレメントへ付与するマウスイベント：一覧� �
• MouseClick

– コンテンツがマウスによってクリックする度に発

生するイベント

• MouseMove

– マウスがコンテンツ上で動く度に発生するマウス

イベント� �

ユーザ 
コンテキスト 

Web Storage 
HTML5 (Sqlite3) 

コンテキスト 
URL・ユーザID・時間・ 
エレメントのテキスト・ 

選択されたテキスト・イベント名 

サーバへ送信 

拡張機能 

図 2 ユーザコンテキスト取得時の動作

上記にしたがって，ウェブブラウザ側で記録されたユーザの

ウェブ検索の行動履歴は，定期的，またはユーザの任意のタイ

ミングで JSON形式へ変換されシステムのサーバへ Ajax送信

を行い，システム側のサーバへユーザコンテキストとして記録

しデータを蓄積させる．

これにより，ユーザがウェブ検索を行うに連れ，ユーザが注

目した部分のテキストの特徴や注目した時間などから，ユーザ

の嗜好情報の特徴や移り変わりを特定することができる．

3. 3 システムの新規性

本稿の提案するシステムが既存研究と異なる点は，ウェブ

ページ上でのマウスのイベント履歴から，ユーザが注目したコ

ンテンツ部分や，その時間などを抽出し，それらの履歴をコン
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システム利用ユーザ 
コンテキスト 

各種プロファイル!
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プロファイル!

拡張機能をクリックして、 
情報をリクエスト 

内部処理!入力・出力処理!

1. 推薦ウェブページ 

コミュニティへ移動 

拡張機能 

2. 推薦ウェブページ 

3. 推薦ウェブページ 

定
期
的
な
サ
ー
バ
処
理
!

ユーザのマウスイベント毎
にデータ記録 

図 1 提案システムの概要

テキストとして捉えて情報推薦に活かすことである．既存研究

では，協調フィルタリングに用いるユーザの特徴として，ユー

ザのウェブページ閲覧履歴や，ウェブページのブックマークの

登録情報，測定機によるユーザのウェブ閲覧時の視線などを利

用した手法などが挙げられるが，ユーザのウェブ閲覧時のマウ

スの動きからテキスト抽出を行う手法はまだ提案されていない．

本稿で提案する手法では，ウェブページに対する評価，ブック

マークへの登録，ユーザの視線を計測する特殊な機器などを

必要としない．提案システムはユーザの普段のウェブ検索から

ユーザの嗜好情報を読み取り，ユーザの嗜好情報や現在の検索

状況などに応じたウェブページの推薦が可能となる．

4. プロファイルの生成

前章 3. 2はユーザコンテキストとしてユーザのウェブ検索行

動の履歴を取得し，サーバへ記録することを示した．本章では

サーバに記録されたユーザコンテキストを利用いて，ユーザプ

ロファイルと，ウェブページプロファイルの生成について説明

する．以下に各種プロファイルの抽出処理の概要を 図 3 で

記す．

4. 1 ユーザプロファイルの生成

ユーザプロファイルに記録されるデータは，前章 3. 2でサー

バへ記録されたユーザコンテキストからテキストデータを抽

出し，TermExtract（専門用語抽出）を行った結果と，処理を

行った時間をセットにしてユーザコンテキストに追加記録する．

以下にユーザプロファイルのテーブル定義 表 2 を示す．
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図 3 各種プロファイルの抽出処理の概要

4. 2 ウェブページプロファイルの生成

ウェブページの協調フィルタリングを行う場合，ウェブペー

ジの URLやタイトルを対象とすると，存在するウェブページ

の数が膨大なため特徴を把握し切れず，効果的なフィルタリン

グが行えない問題が確認されている．



表 1 ユーザコンテキストを記録するテーブル定義

ユーザ 
プロファイル 

ウェブページ 
プロファイル 

キーワード抽出「Wikipedia」 
（上位概念抽出） 

専門用語抽出「TermExtract」 

!"#$
ユーザ 

コンテキスト 

Web Storage 
HTML5 (Sqlite3) 

コンテキスト 
URL・ユーザID・時間・ 
エレメントのテキスト・ 

選択されたテキスト・イベント名 

拡張機能 
マウスイベント

発生 

サーバへ送信 

ユーザコンテキスト! ユーザプロファイル! ウェブページプロファイル!

ウェブページの専門用語抽出結果を特
徴キーワードとして 
記録するテーブル 

term 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

専門用語：特徴キーワード 
（配列をセミコロンで管理） 

terms 

抽出された専門用語とWikipediaを用い
た上位特徴キーワードを 
記録するテーブル 

wikipedia 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

上位特徴キーワード 
（配列をセミコロンで管理） 

top_terms 

ユーザがウェブページ内で操作した 
テキスト記録するテーブル 

text 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

ユーザID user 

エレメントテキストのハッシュ hash 

イベントの発生したエレメントのテキスト text 

ウェブページでのイベント発生を 
記録するテーブル 

event 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

ユーザID user 

エレメントテキストのハッシュ hash 

イベントの発生した実時間 time 

発生したイベントの名前 name 

ユーザがウェブページ内で選択した 
コンテンツを記録するテーブル 

select 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

ユーザID user 

イベントの発生した実時間 time 

選択されたエレメントのテキスト text 

ユーザがウェブページ内で操作した 
テキスト記録するテーブル 

text 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

〃（ユーザコンテキスト） 〃 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

イベントの発生したエレメントのテキスト
を専門用語解析した結果 

text_term 

ウェブページでのイベント発生を 
記録するテーブル 

event 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

〃（ユーザコンテキスト） 〃 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

ユーザがウェブページ内で選択した 
コンテンツを記録するテーブル 

select 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

〃（ユーザコンテキスト） 〃 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

選択されたエレメントのテキストを専門
用語解析した結果 

text_term 

そこで，ユーザのコンテキストやコンテキスト内のウェブ

ページから適切なキーワード抽出を行うために，提案手法とし

て TermextractとWikipedia を用いた，上位概念抽出のキー

ワード抽出手法を提案する．

4. 2. 1 上位概念の抽出によるクラスタリング精度の向上

既存研究では，ウェブページに出現する特徴語を用いた情報

推薦が行われている．抽出される特徴語は，TF・IDFなどによ

る，ウェブ上に存在する語句から出現が珍しいものを特徴語と

して捉え，情報推薦に活用している．しかし，ウェブページの

掲載内容にあまり関わりのない，ウェブページの作者による独

自の語句や，顔文字，技術的な正式名などの語句なども，ウェ

ブページの特徴語として活用してしまうため，推薦制度の低下

につながる問題が確認されている．そこで，推薦精度の低下の

原因となるノイズを除去して推薦できるように，多くのフィル

タリング手法が取り入れられていた．

本稿では，フィルタリングによる推薦制度の向上ではなく，

ウェブページの掲載内容を的確に捉えて，なおかつその語句の

表記ズレを抑えるため，TermextractとWikipediaを用いた上

位概念の抽出によるタグ付を行う．

4. 2. 2 ウェブページのキーワード抽出手法の概要

以下にウェブページからキーワード抽出の概要図 図 4 と処

理手順 一覧 を示す．

表 2 ユーザプロファイルのテーブル定義

ユーザ 
プロファイル 

ウェブページ 
プロファイル 

キーワード抽出「Wikipedia」 
（上位概念抽出） 

専門用語抽出「TermExtract」 

!"#$
ユーザ 

コンテキスト 

Web Storage 
HTML5 (Sqlite3) 

コンテキスト 
URL・ユーザID・時間・ 
エレメントのテキスト・ 

選択されたテキスト・イベント名 

拡張機能 
マウスイベント

発生 

サーバへ送信 

ユーザコンテキスト! ユーザプロファイル! ウェブページプロファイル!

ウェブページの専門用語抽出結果を特
徴キーワードとして 
記録するテーブル 

term 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

専門用語：特徴キーワード 
（配列をセミコロンで管理） 

terms 

抽出された専門用語とWikipediaを用い
た上位特徴キーワードを 
記録するテーブル 

wikipedia 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

上位特徴キーワード 
（配列をセミコロンで管理） 

top_terms 

ユーザがウェブページ内で操作した 
テキスト記録するテーブル 

text 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

ユーザID user 

エレメントテキストのハッシュ hash 

イベントの発生したエレメントのテキスト text 

ウェブページでのイベント発生を 
記録するテーブル 

event 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

ユーザID user 

エレメントテキストのハッシュ hash 

イベントの発生した実時間 time 

発生したイベントの名前 name 

ユーザがウェブページ内で選択した 
コンテンツを記録するテーブル 

select 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

ユーザID user 

イベントの発生した実時間 time 

選択されたエレメントのテキスト text 

ユーザがウェブページ内で操作した 
テキスト記録するテーブル 

text 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

〃（ユーザコンテキスト） 〃 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

イベントの発生したエレメントのテキスト
を専門用語解析した結果 

text_term 

ウェブページでのイベント発生を 
記録するテーブル 

event 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

〃（ユーザコンテキスト） 〃 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

ユーザがウェブページ内で選択した 
コンテンツを記録するテーブル 

select 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

〃（ユーザコンテキスト） 〃 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

選択されたエレメントのテキストを専門
用語解析した結果 

text_term 

処理手順：一覧� �
Step 1. システムのサーバに記録されているユーザコン

テキストのウェブページ URLを基に，ウェブ

ページに記載されているテキストデータを取得

する

Step 2. ウェブページから取得したテキストデータを

TermExtractを使用して専門用語を抽出し，複

合名詞のみを抽出して特徴キーワードとする

（ここでの複合名詞は，キーワードを構成する

語句の品詞がすべて名詞であるものとする）

Step 3. 抽出された特徴キーワードでWikipedia 検索

を行い，Wikipedia検索結果の検索候補とその

カテゴリを一時記録する

Step 4. 一時記録された検索候補や各キーワードのカテ

ゴリから出現頻度の高いカテゴリを上位特徴

キーワードとする� �
この処理から抽出された特徴キーワードと，上位特徴キーワー

ドを，ウェブページプロファイルとして 表 3 のテーブル定義

に従い蓄積される．

4. 2. 3 ウェブページのキーワード抽出手法の実行サンプル

本章では前章 4. 2. 2のウェブページキーワード抽出手法の実

行例を 図 5 で示す．

4. 3 類似性の抽出（今後の課題）

従来手法でウェブページをクラスタリングする場合，ウェブ



専門用語抽出結果 重要度 複合名詞判定
チューナー 4.24 TRUE
最初 2.00 TRUE
バブル期FMチュー 1.68 TRUE
Technics ST -G560 1.59 TRUE
Pioneer F -505 1.41 FALSE

検索キーワード 検索結果 カテゴリ コアドライバー 1.41 TRUE
放送の視聴 せんorz 1.41 TRUE
無線 ネットラジオ 1.41 TRUE
AV機器 歪み調整 1.41 TRUE
デジタル放送 ラジオ 1.41 TRUE
放送の視聴 ジャンク 1.41 TRUE
ケーブルテレビ 就寝 1.00 TRUE
ラジオ たん 1.00 TRUE
無線工学 д 1.00 FALSE
放送 サイト 1.00 TRUE
家電機器 アンプ 1.00 TRUE
電気機器 テスター 1.00 TRUE
テレビ受像機 オークション 1.00 TRUE
パソコンの周辺機器 Radiko 1.00 TRUE
放送の視聴 ｗ 1.00 TRUE
放送の視聴 ONKYO 1.00 TRUE
無線工学 スピーカー 1.00 TRUE
無線 歯止め 1.00 TRUE
車両チューニング ハマ 1.00 TRUE
自動車の形態 ε 1.00 FALSE
改造車の形態
車両改造

検索キーワード 検索結果 カテゴリ
指標
日本史の一覧
1999年のシングル
ポニーキャニオンの楽曲
チェキッ娘 重複キーワード 重複数
1986年のアルバム
ワーナーミュージック・ジャパンのアルバム

・・・ ・・・ ・・・

バブル期FMチューナー ・・・ ・・・

Technics ST -G560 ・・・ ・・・

コアドライバー ・・・ ・・・

・・・

ハマ ・・・ ・・・

無線工学 5

最初

日本初の一覧

競売 5

最初のキモチ

最初で最後 ラジオ 8

チューニングカー

音響機器 6

スピーカー 6

チューナー

チューナー

デジタルチューナー

ラジオ

TVチューナー

受信機

Wikipedia検索 

重複する語句

の上位を抽出

する 

4 上位特徴キーワード 

ついこないだからラジオにすごいハマってしまって・・・。最初はネットラジオのRadikoで満足して

たんですど、昔のバブル期FMチューナーが欲しいと思い始めて、オークションで落としました。 
 
後先考えずチューナー「Pioneer F-505」だけ(´ε ｀ )ｗ 
 
後からONKYOのアンプとスピーカーを落としました(;´д ｀) 
 
最初は聞くだけと思いながら、いろいろなサイトをめぐって、ついにはテスターとコアドライバーな

んてものを調達してチューナーの歪み調整までしてます・・・。歯止めが効きいませんorz 
 
あろうことかチューナー１個では飽きたらず、最近ジャンクの「Technics ST-G560」という物まで

買ってしまいました。 

もちろん復活させて、今では起きてから就寝時まで、みっちり聞いてます。 
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1 

特徴キーワード 

3 

本稿でのサンプルでは 
Wikipediaの検索結果を６つまでとした 

図 5 キーワード抽出手法の実行サンプル

ページのコンテンツから専門用語を抽出し，共起語などから

類似度の算出を行なってクラスタリングを行なっている．その

ため，ウェブページの掲載内容にあまり関わりのない，ウェブ

ページの作者による独自の語句や，顔文字，技術的な正式名な

どの語句に集力した情報推薦になる．

本手法のウェブページやユーザのクラスタリングでは，各種

プロファイル間での単純な文字列の比較と N-gramによるテキ

スト解析を行うことで実現させることを想定している．

本手法ではユーザプロファイルにおいて，ユーザがウェブ

ページ内で操作した部分や，その時間などを取得しているため，

複数のユーザ間でプロファイルの類似するユーザ，すなわち嗜

好情報の類似するユーザ間であると推定することができる．ま

た，ウェブページプロファイルにおいて，ウェブページの専門

用語に加えて上位概念を抽出している．そのため，ウェブペー

ジの掲載内容の特徴的な単語と，掲載内容の表記ズレを解消し

た一般化した単語の取得を行なっているため，ウェブページ間

での掲載内容の特徴と概念によるクラスタリングができる．

5. まとめと今後の課題

以下に現在プログラムとして実装できている機能と，今後実

装予定の機能を，概要図である 図 1 を基に 図 6 で示す．本

稿では普段のユーザのウェブ検索行動を解析することで正確に



拡張機能 

Web Storage 
HTML5 (Sqlite3) コンテキスト 

・・・ 

システム利用ユーザ 
コンテキスト 

各種プロファイル!
抽出!

クラスタリング!
処理!

ユーザ!
プロファイル!

ウェブページ!
プロファイル!

拡張機能をクリックして、 
情報をリクエスト 

内部処理!入力・出力処理!

1. 推薦ウェブページ 
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拡張機能 

2. 推薦ウェブページ 
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定
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図 6 現在実現している機能

表 3 ウェブページプロファイルのテーブル定義

ユーザ 
プロファイル 

ウェブページ 
プロファイル 

キーワード抽出「Wikipedia」 
（上位概念抽出） 

専門用語抽出「TermExtract」 

!"#$
ユーザ 

コンテキスト 

Web Storage 
HTML5 (Sqlite3) 

コンテキスト 
URL・ユーザID・時間・ 
エレメントのテキスト・ 

選択されたテキスト・イベント名 

拡張機能 
マウスイベント

発生 

サーバへ送信 

ユーザコンテキスト! ユーザプロファイル! ウェブページプロファイル!

ウェブページの専門用語抽出結果を特
徴キーワードとして 
記録するテーブル 

term 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

専門用語：特徴キーワード 
（配列をセミコロンで管理） 

terms 

抽出された専門用語とWikipediaを用い
た上位特徴キーワードを 
記録するテーブル 

wikipedia 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

上位特徴キーワード 
（配列をセミコロンで管理） 

top_terms 

ユーザがウェブページ内で操作した 
テキスト記録するテーブル 

text 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

ユーザID user 

エレメントテキストのハッシュ hash 

イベントの発生したエレメントのテキスト text 

ウェブページでのイベント発生を 
記録するテーブル 

event 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

ユーザID user 

エレメントテキストのハッシュ hash 

イベントの発生した実時間 time 

発生したイベントの名前 name 

ユーザがウェブページ内で選択した 
コンテンツを記録するテーブル 

select 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

ウェブページURL url 

ユーザID user 

イベントの発生した実時間 time 

選択されたエレメントのテキスト text 

ユーザがウェブページ内で操作した 
テキスト記録するテーブル 

text 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

〃（ユーザコンテキスト） 〃 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

イベントの発生したエレメントのテキスト
を専門用語解析した結果 

text_term 

ウェブページでのイベント発生を 
記録するテーブル 

event 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

〃（ユーザコンテキスト） 〃 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

ユーザがウェブページ内で選択した 
コンテンツを記録するテーブル 

select 

カラム名（論理名） カラム名（物理名） 

〃（ユーザコンテキスト） 〃 

抽出処理を行った実時間 profile_time 

選択されたエレメントのテキストを専門
用語解析した結果 

text_term 
ユーザの興味の特定ができると仮定し，ユーザのウェブ検索時

のマウスの動作履歴を基にした推薦手法の提案を行った．

提案システムはユーザに負担をかけることなく，正確にユー

ザへ情報推薦を行うことを目標とした．そのために必要な機能

として，ユーザのマウス行動履歴を取得する仕組みと，ウェブ

ページのキーワード抽出の機能を示し，各種のプロファイルを

作成する手法の提案を行った．

今後は各提案手法の改良として，厳密なプロファイルの定義

を行うこと．また，取得したプロファイルから特徴の変化であ

るコンテキストを的確に捉え，実際にユーザへの情報推薦が行

えるシステムの構築などが挙げられる．
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